
手話通訳者のための

「みんぱくで手話言語学を学ぼう！」

講師紹介

手話通訳者および手話通訳を目指す方々を対象に、手話言語学とその周辺分野についての専門家による
連続講義を提供します！　参加者はろう者・聴者を問いませんが、日本手話によるコミュニケーション
ができる方とします。講師は日本語で講義を行い、会場ではろう通訳による日本手話への通訳を提供し
ます。質疑応答は原則として日本手話で行います。奮ってお申込みください！

原大介（はら　だいすけ）
豊田工業大学教授。大学在学中より、手話と言語学に興味を持ち、独学で手話
言語学を学んだのち、手話言語学発祥の地であるアメリカに渡った。シカゴ大
学で手話言語学の研究をし、Ph.D を取得した。現在は、日本手話音節の適格性、
語形成、中間型手話の特徴、文末の指さし等について研究を行っている。著書
に『Handbook of Japanese Applied Linguistics』（GRUYTER MOUTON社、共著）、
『基礎から学ぶ手話学』（福村出版、共著）、『言語学の領域 II （シリーズ朝倉「言
語の可能性」２）』（朝倉書店 、共著 ) など。

武居渡（たけい　わたる）
金沢大学教授。大学では、ろう学校の教員養成を行っている。これまで、聞こえ
ない子どもの手話獲得過程に関する研究や聞こえない子どもの手話の力を評価す
るテストバッテリーの開発、手話の力を活用して日本語の読み書きの力を習得す
る指導法など、手話とろう学校での教育に関する研究を行ってきた。両親がろう
者である CODA（コーダ：Children of Deaf Adults）でもある。著書に『手話の
心理学入門』（東峰書房、共著）。

飯泉菜穂子（いいずみ　なおこ）
国立民族学博物館手話言語学研究部門特任准教授。お茶の水女子大学修士課程
修了後、民間企業人事での機会均等推進担当、フリーランスの手話通訳・手話
講師、ＮＨＫ手話ニュースキャスター、民間初の手話通訳養成学科学科長 ( 世田
谷福祉専門学校）を経て 2016 年 4 月より民博。これまで外部運営メンバー、
客員教員として取り組んできた「国立民族学博物館学術手話通訳研修事業」を
継続、拡充しながら進めている。本講座のコーディネータ―。

主催： 国立民族学博物館手話言語学研究部門　（コーディネーター　民博 飯泉菜穂子）
協力： NPO法人手話教師センター

  



講義日程

受講料
事前申し込み・入金制　　　　　　　　　　　　　　　　　１講座あたり 1,500円  ( 税込）
　　※当日申し込み・講座当日に現金で受講料をお支払いいただくことはできません。 

申し込み方法

［大阪・万博公園記念公園］
〒565-8511
大阪府吹田市千里万博記念公園 10番１号
Tel：06-6876-2151（代）　
Fax:06-6878-7503
www.minpaku.ac.jp

お申し込みは以下のフォームからお願いいたします。
https://goo.gl/forms/znzn8ypbSJ0gZrsI2　　　

右のQRコードからも、お申し込みにすすめます。

みんぱく手話部門の最新情報を掲載しておりますので、ぜひ Facebook ページ
　『学術手話通訳研修事業』－みんぱく手話部門ー　もご確認ください。

https://www.facebook.com/MinpakuASLI1621/

第１日目 講師
講座１ 13︓00-14︓30 手話通訳者と手話言語学 飯泉
講座２ 15︓00-16︓30 手話言語学の始まり 原
第２日目
講座３ 13︓00-14︓30 手話言語の音素とその組み合わせ 原
講座４ 15︓00-16︓30 手話言語の形態素とその組み合わせ 原
第３日目
講座５ 13︓00-14︓30 手話言語の動詞の種類とその成り立ち 原
講座６ 15︓00-16︓30 手話言語の文のつくり＆まとめ 原
第４日目
講座７ 13︓00-14︓30 ろう児の手話獲得過程 武居
講座８ 15︓00-16︓30 手話と認知科学 武居
第５日目
講座９ 13︓00-14︓30 ろう教育の現状と課題 武居
講座10 15︓00-16︓30 手話を活用した日本語指導 武居

2016年10月22日（土）於 民博第5セミナー室

2016年10月29日（土）於 民博第5セミナー室

2016年11月 5 日（土）於 民博第4セミナー室

2016年11月12日（土）於 民博第5セミナー室

2016年11月19日（土）於 民博第5セミナー室


